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different.～gesispTCSCnted.lStheJ'nvcrscmtio

ofthemcdhnlcthlconccntrntionoflhcinse-

cticidesoluHrJnuse(lform.lkinfIlHICLjlminside

thevi.ll,itflucttlatCdas100,145.184.B3,155

and2I.XJ,correspondingtothe.lgeSOf1,3,7,

14,2land28d.lySafteremergence.TJle■fluctu-

ationofsusceptibilitytJPtO7a;Lysafteremer-

genceseems･somiwhatsimihrtowhatSUN

(lM7)'hsfound with'this weevilin the

fumigationtestlVith carbon distllphide,hdt.

aftertllatperiodsusceptibilitytoliHCfluctu-

atesmorethanth;tttocaェhondisulphide.

IAzukibe.lnlVeCVillVaSrearedtJndcrthecon-

trolled condition of temperature(30oC)and

humidity(76%relativehumidity)onDこIinagon

aztlkibeans.TheemergedadultsIVCreSifted

everydayan'dkeptinthedark-withoutprovid-

ingbeanstopreyenttheir.ovIPOSition.They

lVerebroughtintocontacトIVithlilIC Film t}y

thesamemetho(IlVjthricelVeCVilonevery(hy

afteremergence.

TlleSllSCeptibilityofthisWccviltolmCInS

prcSCntCdhytheinverseratiooLthemc(lhn

lctJhlconcentrationsafter24JIOurSCOnt.let,
Lluctu.ltC(I.lS100,116,175,272and3671Vith

m.llc,Llnd.lS100,148,145,305and341rWith

4and5(laysaftercmergence･Withbothsexes･1'
thesusceptibilityincreasedwiththeage,land

lVithmaleitincreasedlinearlyWith､theageン

ItllaSalreadybeenpointedbyotherauthors

(lI川 N̂OandUh1f;Ŷ,1'J53;KIY()ZEU,1955)that
thefatcontentofthiswccvildecreAsesLwithth占

agclandpresentauthorconsideredtheinc-Tease

ofsusceptibilitytoT王HCIViththischangein

fatcontent.

OntheGrowthoftheEeadCapstlleBetweenlnstarsinI.arvaeoftheCabbage

Armyworm,Ba,aEh,aa,ass;cueL Problemson_the】】reedingoflnsectsforBJ'01ogical.

Assay oflnsecticides･PXII Sumio･N Ĉ!̂Ŝ､'̂ (TakeiLaboratory･Institutefor

1955.(WithEngli;hresume. _136).

21..ヨトウガの幼虫の令期間における頭部の成長について 殺虫剤の生物試験用昆虫

の飼育にかんする諸間頓 第11報 長沢純夫 (京都大学化学研兜嘩 附 研究室)30･10･22受理

計トサガの幼虫を,一定の環境条件下<信体別に飼育し それらの物情を逐次測定Lた結果か-:
ら,令期間における成長の度合を.lJ､榎本統計b理論にもと:9･いて考轟!した｡･て･ i

･Ⅰ.緒 言

･ヨトウガ BaT:alhTabrassicoeL.の幼虫期におけ

る9Tl部の成長については,興味ある結果が,さきに三

川(8)および平田(6)によってまったく時をおなじくして

報告されナ土 すなわち,三田はひとつの飼育#三田から,

何日任意に20匹づつとり.llル てそれらの頭相を測定し,

その耕邪をもととして,成氏のf.R式を論じた,一方平

田は,1令からr'巾までは帆iE･;nを,6命は兜死個体

の朗部を材抑こしてそれらの洲 t絶 tLrJ'JkL,その統爪

を考黙している｡_Art捌よこのたび57は 化糊のそれにつ

いて.-,との印税卿Hlで ml本別脚沌 わとTJい,そ
れらの5'Mnを逐次測;i:する機会をもったが.･-Cのfl't'n!

をここにかかけて.おもに爺Jt那UのJLqLiの皮分別 ､tl'Jq
木統計の理論にもとづいてiSl黙し,あわせて先学~打の

胡缶との比較をおこなうこととする.

本文にはいる書手さきだち,この小実験をおこなうに

あた?て,いろいろと御助力いただいた紫四秒田子蛾

に拝謝の意を=-&する次邪である｡;

ⅠⅠ..測定材料および測定方法 .

こらでbu)i:をおこなった村柑よ,lt･76-･Lf.:'J月上付に

栽培地において採Llル た,耶'1化刑のひとつの即妙 こ

出発するもので,lJ月14口卿化のrlから,虻i径3.0cm,

才●古さ1.5cmのペ トリ⊥シャーレに1胴体づつい叫て,

F.1炊約25oC,関係配虻約8rJ%の環境条件下で,Lコマ

ツナ,を伽として飼育した.軌田のgtTl定は,,毎日,一定時

刻にオキユラーミクロメ.-タT'を装損した双眼田微銭

にJ:つて才占こなつた.tlおこの際に食餌依物は,新郎

1なものととりかえるようにした｡･ Er
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ⅠⅠⅠ;･測 定 結 果 -

ひとつの卵塊から貯化した110個休の幼虫のうち,

.6令にいたるまでの飼育に成功したのは,そ甲半数の

65LM休であったが,本論の考矧こは,さらに乱数表に

よってそれらのうちから抽出した,30個体の測定結果

をもちいることとした.なおさきにく6,1Jモソ シ ロチ

ョウの鈎肘の測定結果の表示においてもおこなったよ

うに,まづ測定値(単位mm)の対数をもとめ,さら

にそれへ1をくわえた数値をしめしておくこととする｡

それは昆虫の成長を表示する Dyart37およびGaines

andCaTnpbell(1)の式は,両者とも測定値の対数と令l
期の数との関係をしめすものであることと.あわせて

対数に変換されたその数値の免をなくして,以後の計

算を容易ならしめようとした考慮の結果である｡第1

表左3分の2にしめした数伯がそれで,同一令期内の

毎日の測定値は,｣これを乎均して代末位とした｡

TableI. Meanwidth ofheadcapsulein

lV.考 轟 .

先学者の数多い報告を通覧すると,昆虫とくに蚊や

蛾の幼虫矧こおける令期間の成長は,多くの勘合

Dyar(3)の1次式.あるいはこれへさらに2次の功を

くわえた GainesandCampbell¢)の式のいづれか

にあてはめて考えることが可能'である｡ヨトウガの幼

虫のそれについては.さきに三田(8)は,Dyarの式が.

最もよく適合することをしるし,平田(5)は,Gaines

andCampbellの式により高い適合皮を見出している｡

さきにしるしたように.三田のしめした測定値は,ひ

とつの飼育Ri田から毎日20頭づつ任意にとり出して,

それらの頭相を測定平均した結果であり,一方平田の

それは1令から5令までの脱皮敷,および荊6令の苑

死個体の頭相が測られた結果の平均旭である｡それゆ

えこれらの短日の測定値.あるいは各令朋にわける測
定伯は,かならずLもおなじ個体のものではない｡そ

logarithmsineachinstarinthe30tabbage

armyworm.S･BaTaEhyabrassl'caeL･;y-1+log(mm)･

Worm:INo. WidthinlogarithmsLorihstar Wormtotal Regressiononinstar●Ⅰ I .■ Ⅰ̀ 1Ⅰ Y _也. ･S(xy)ls(x,y)

'3 526 723 929 ･135 1.3i7 1.509_ lGfJ 993 -0151
.4 519 723 929 181 ⊥359. 1.525. 236 190 _0302IL
5 1519 723 934 137 1.341 1.4fJO 144 fJ12 -0303

ー7 519 70tI 934. 131 .1328■ 1.508 129 9(J9 -0162
8 526 723 942 162 1345 1;50tJ 207 001 -030fJ

ll' 526 723. 917 149 1.531 2'16 198 -0072-
12 526 743 942 142 340 1.508 201 tJOl -U.2ifJ

14 519. 736 934 162 313 1.520 ･184 (J64 -0'238
･15. 519 736 958 142 33ti 1.520. .213 fJ95 -027u

Its 519 723 958 186 355 1.544 285 249 -033rJ
17 526 729~ 966 162 360 1.611 ~284 1 ･-0266

lfJ 619 723 934 142° 334 1.519 .171 041 -0171

2>l 533 7盟I fJ50 152 345 1.519 .228 (JSO - 222
I.22 526. 729. 934 142 352 1.538 .221' 137 ■■- 065
23 526 736 934 162 333 1.530 .221 03lJ - 173
24 61fJ 723 93(J 142 347 1.515 .185 055 - 224
25 526 736. tJ50 138 347 1.524 .221 011 - 185

rgO'.: 619 736 958 131 379 1.534. .257 177 -- 206

'28 .51tJ 736 950 162 349 1.531. .247 111 - 283
.29 .519 7 934. OtJ3 327 _1.501■ .103 863 ■- 064

15.671 121.857 I28.162I34.411 I 40.28 J 145.5fJ7
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T.lhlC2. An.lty.SisoLv.lrhnccoftht!grolVthhehyecninshr.I
JnthemeanJog･Wiflth(ifhc.ldc.lJ,sulc(×101)ofthec.lhh.lgearmy-
lVOrm,DoratlLrabTaS∫J'cL7eL.

竺 ｣ _____≡rm ･｣ 3 (rf,Co_e;撞 Fa塾 sAq'S?a;eL F: _

F significantat*P<0.05, *井P<0.01

こで筆者の佃休別飼再によって成長の様相を追跡し,

それらの所附を逐次測定した縦穴からは,どのような

結論がえられるか石かを,小竹木統計の理論にてらし
て分析検討してみたい｡すなわちそれは Blissarid

I3eard(句のしめした分散分析の方法によって,Gaihes

andCamphellの式における2次回仰項の有意性を

検定し,Dyarの式か Gainesand'campbellの式

かのいづれにあってはめるべきかを決定する方法で.

さきに準% .(8･7)は,モy シロチゴウの肋虫の令期間

の成季を考究する場合にももちいたoそのためにまづ
orthogonalcoefficientxおよび x'をもうけて,

各個休Cとに S(呼),S(x'y)をもとめ,あわせて

各個脚 rlの毎令糊の測定平均値を班計すると'節1衣
右3分の1にしめすような数値なえる｡そして30個体

についてそれぞれの項を非計したのが節1去下段の数

的である. これらの教伯をもちいて分散分析をおこな

った結果は節2我のごとくで,節3列にしめした2次

rT_Jlm項にかんするFの位は.以･65>FJ58(0･01)で有

忠ですてることができない｡この場合 Gaincsand

camphellの式をあてはめるべきものと考えられる｡

ところで三田は,その測定紙料こたいして ｢Dyarの

法則以Ĵのものはそのまま適JT]することは困難のよう

に考えられる｣としるしているが,裳示された測定伯

について nliss(lJの方法により,分散分析をねこ:な

ってみると,やはりこの場合も2次回帰項に有意性が

みとめられ:t･この紙卿 こたいして もGainesand

CLlmPbell.の式をあてはめた方がより拓い適合性が

えられるようである｡以上の叩火から,ヨトウガ幼虫

の令期限】にわける成長の皮付ま,GainesandCamp-

hellの式をもってIRホするのが一都逝当のように巧

えられる｡郡1;Jlにしめし

た放〝=こもとづいて,その

方程式を抑 i:した桝卿ま.

y-0.29520+0.22684X-
0.00368x2

となり,この関係を図示し

たのが郡1図である｡なお

ここでXは令の数をしめす｡

なお三田および平田の測定

をおこなった材料は,とも

に第1化期のものであり,

三世者の測定したものは第2

化期のそれであった｡そし

て平均値を比較すると.≡

田のしめした数値は2匹者の

それにくらべて若干大きい

が,平田のそれはほほおなじである.それゆえこの掛

合の机迎は,郡1化糊と2化期における杓迎ではなく･
地方的な大きさの相i払 あるいは企飢位物の迎いに囚

るものと耶すべきであろう｡

(
t
tZ己
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StHq)TIT:B
oT
tZ!
pt!atI
10
t77p!A′
ち
川aLV l J̀ :l ▲ 5 t1 ..

lngtar

E)'R･.1. 7ミehtionbetweenme:tTHog･lVidth
orhe;一rlc.lPSlIleandin紙Irnumberofhrvae
ofthec.lhh.1gCarmylyOrm,Baiathrabyassica
L.

V.摘 要

ヨトウガ幼虫を,温度約2ir)OC,関係湿度約89%の

琴境条件下で,個体別は飼育し,それらの頭相の逐吹

測定をおこなった｡えられた結果にもとづいて,.令期

間における頭何の成長の度合を,小接木の統計理論に

てらして検討考訳しT;｡ その結果 Dyar¢)の式より

もGainesandCampbell(1)の式により高い適合度

をしめし,琉附の対数に1をくわえた数値yと,令の

歎X との関係は,
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ーy-0.29520+0.2268X-0}.00368x2
の式をもってしあきれることをしった｡
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Resume ＼

Rccently,somenotesonthe.growthofhead
c;lpSuleI)eいVeeninstarsinlarvaeofthecat)lJage

armylVOrm,BaraLhrabrL7SSicaeL･,werepresented
hyS.lnh (8)andHirata(5)simultaneously.Inthe

presentp;lper,the-Writ占rdescrib占dthereslllt

studied＼()nthegrowthofheadcapsulebetwccn

instarsuslngthefiguresofsuccessivemeasure一

mentsonthethirtyindividualsofthesecond

blood.Thelarvaelyererearedonleavesofthe

Komatsuna(ahorticulturalvarietyofBrassica

campesln'sL.)underthec｡nditioふ｡fca25｡Cand

ca89% relativehumidity.From thedayof

hatchingthelargestwidthofheadCapsuleof

eachhrvawasmeasuredonceadaywithart

ocularmicrometer(Talile1).Thefesultofan.l-

lysisofvariancesholVe(Ithesignific;一nCein

themeanSquareforthe average curvature

(Table2)･ItiseonsiderePthattheGaincsand

Campbell'sformula(4)ismoreapplicablethan

Dyar′sformlllaくつ)toexpresstherelationbetween

log-width(mm)+1oftheheadcapsuleyand
instarnumberXofthepresentdata.Theequa-

tioncomputedisasfollolVS:y-0.29L')20+O..22(;84

X-0.00368x2.

SttLdiesonSyntheticPyrethroids.PartVI.SynthesisofOeometricallsomersof.

ChrysantemllmI)icarboxylicAcid･(Stlppl_eplent)hlechanismofAdditionofEthyl

DiaZOaCetatetOEthylα8-Ih'methylsdrbate･YuzoINOUYJ･:.andMinoruOJtN.,(Takci

Laboratory,InstitutcforChemicalReseaich,耳yotoUniversity)ReceivedOct･31･1955･
BoLyuKagahu.20,136,1955.(withEnglishrdsumdp.139)

99.合成ピレスE]イドに関する研究 (第VI報).第二菊酸の合成 (補迫). ヂアゾ転酸

エチルのヂメチノーソルビン酸エステルへの附加反応機構* 井上堆三･大野 稔(京都大学

化学研究所 武居研死去)30.10.31.受理 ･

前掛こ近づた著者の昇=菊酸合成径路のうちethyl.dial:OaCetateの et】lyla8-dimethyl

sorbate･への附加友応機構旺 ethoxycarb.onylmethyleneradical由桶によるよりは A.

pyrazolineca,rboxylicestcrを中間体としてその階段的分解の過程を考へるのがより合哩

的<あるD.この捜矧 こよれば著者等の実醸結果即ち2種の紋何異呼声=菊酸及び acyclic構

造異性体の生成を合理的に祝明し得るのみならず Earper等の報告した diaZ:OaCetate附

加友応中に ethyleno化合物の偲qr"'nve-rsionの遇った ･cyclopropane化合物類の生成を
も満足に説明するととが出来る｡

ー既に報告(i)したように著者等は ethylα∂-dime-

thylsorbate(I)にethyldiazムaceta'te(ⅠⅠ)を反応さ

せて第二菊酸の幾何異性体2校(mp.12080観及びmp.

20fJo酸)と梢近異性体1柾任ⅠⅠ)(mp.1860酸)との

合成に成功し,I.それぞれの化学構造と幾何構造とを決

フi:したム･.これらのうち mp.2080酸が (士)-traTIS-31

(LrallS-'2'-carbox女IprOPenyl)-2,21dimethylcyclo-

propane-1-carboxylicacid で天然邦二菊徴の

_136

raEeml体であることを証明したと剛与にらの令城に

ょってそれまで不明であった天然耶二菊酸の仙肌のA=

韮結合の幾何略道が Lrqムsconfigurationをとるこ

とを明らかにし得た｡

この附加反応の階程に於て sorhate(I)q)ffP一及び

)′8-ethyle-ne結合のうち diazoacetate■の附加は γ8

7:-E3本皮酷化拳骨関西支部節122回例骨 (昭和30年7
月)で講抗した｡


